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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　大引の上面にデッキ材を載置して取付け、
　このデッキ材の長手方向端面を第１の幕板で覆うと共に、デッキ材の側面を第２の幕板
で覆うようにしたデッキ床であって、
　前記第１の幕板、第２の幕板を取付ける幕板取付金具を、第１の取付面と第２の取付面
と第１の支持面と第２の支持面で囲まれた矩形外周面を有し、その第１の取付面と第１の
支持面が相対向し、かつ第２の取付面と第２の支持面が相対向した本体部と、
　前記本体部の第２の取付面と連続した延設片を備えた位置規制部を有するものとし、
　前記幕板取付金具の本体部を、その本体部の第２の取付面と位置規制部が横向きの第１
の姿勢でデッキ材の中空部に嵌合して取付けることで本体部の第１の取付面を幕板取付面
とし、
　この幕板取付金具の第１の取付面に前記第１の幕板を取付けてデッキ材の長手方向端面
を覆うようにし、
　前記幕板取付金具の本体部を、その本体部の第２の取付面と位置規制部が縦向きの第２
の姿勢で前記大引の中空部に嵌合して取付けることで位置規制部が大引よりも上方に突出
してデッキ材の側面と当接すると共に、第２の取付面が幕板取付面となるようにし、この
幕板取付金具の第２の取付面に前記幕板を取付けてデッキ材の側面を覆うようにしたこと
を特徴とするデッキ床。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、住宅の庭先に設置されるウッドデッキ、パーゴラの床、バルコニー、テラス
の床等のデッキ床に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１、特許文献２にデッキ床が開示されている。
　このデッキ床は、大引の上面に複数のデッキ材を載置し、このデッキ材の長手方向端部
に幕板取付金具を用いて幕板を取付けて複数のデッキ材の長手方向端面を幕板で覆うと共
に、前記大引に幕板取付金具を用いて幕板を取付けてデッキ材の側面を幕板で覆っている
。
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２７８２６９号公報
【特許文献２】特開２００３－２７８２７０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　デッキ材の長手方向端面を覆う幕板を取付ける第１の幕板取付金具は、特許文献１に開
示されたように、デッキ材の長手方向端部に取付けられる。デッキ材の側面を覆う幕板を
取付ける第２の幕板取付金具は、特許文献２に開示されたように、大引に取付けられる。
　このために、第１の幕板取付金具と第２の幕板取付金具の形状が異なり、２種類の幕板
取付金具を製作準備しなければならない。
【０００５】
　本発明の目的は、デッキ材の長手方向端面を覆う幕板とデッキ材の側面を覆う幕板を同
一の幕板取付金具を用いて取付けできるようにしたデッキ床を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、大引の上面にデッキ材を載置して取付け、
　このデッキ材の長手方向端面を第１の幕板で覆うと共に、デッキ材の側面を第２の幕板
で覆うようにしたデッキ床であって、
　前記第１の幕板、第２の幕板を取付ける幕板取付金具を、第１の取付面と第２の取付面
と第１の支持面と第２の支持面で囲まれた矩形外周面を有し、その第１の取付面と第１の
支持面が相対向し、かつ第２の取付面と第２の支持面が相対向した本体部と、
　前記本体部の第２の取付面と連続した延設片を備えた位置規制部を有するものとし、
　前記幕板取付金具の本体部を、その本体部の第２の取付面と位置規制部が横向きの第１
の姿勢でデッキ材の中空部に嵌合して取付けることで本体部の第１の取付面を幕板取付面
とし、
　この幕板取付金具の第１の取付面に前記第１の幕板を取付けてデッキ材の長手方向端面
を覆うようにし、
　前記幕板取付金具の本体部を、その本体部の第２の取付面と位置規制部が縦向きの第２
の姿勢で前記大引の中空部に嵌合して取付けることで位置規制部が大引よりも上方に突出
してデッキ材の側面と当接すると共に、第２の取付面が幕板取付面となるようにし、この
幕板取付金具の第２の取付面に前記幕板を取付けてデッキ材の側面を覆うようにしたこと
を特徴とするデッキ床である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、幕板取付金具を第１の姿勢としてデッキ材の中空部に嵌合して取付け
ることで、デッキ材の長手方向端面を覆う幕板を取付けできる。
　また、幕板取付金具を第２の姿勢として大引の中空部に嵌合して取付けることで、デッ
キ材の側面を覆う幕板を取付けできる。
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　したがって、デッキ材の長手方向端面を覆う幕板と、デッキ材の側面を覆う幕板をそれ
ぞれ同一の幕板取付金具で取付けできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　図１に示すように、大引１の上面に複数のデッキ材２を載置して取付けて床部３を構成
している。この複数のデッキ材２の長手方向端面２ａを第１の幕板４で覆うと共に、デッ
キ材２の側面２ｂを第２の幕板５で覆ってデッキ床としてある。
　前記大引１は図２に示すように複数の束６で支持されている。
　図１と図２に示す実施の形態では、建物開口７の室外側にデッキ床が設置され、大引１
は建物壁面８と平行で、デッキ材２は室内外側方向に向けて取付けてあり、その複数のデ
ッキ材２の長手方向端面２ａが床部３の前面で、デッキ材２の側面２ｂが床部３の側面で
、前記第１の幕板４が前面を覆う前部幕板で、第２の幕板５が側面を覆う側部幕板である
。
　これに限ることはなく、大引１を室内外側方向に向けて設置し、デッキ材２を建物壁面
８と平行としても良い。この場合には第２の幕板５が前部幕板で、第１の幕板４が側部幕
板である。
【００１４】
　前記第１の幕板４と前記第２の幕板５は図３、図４に示すように幕板取付金具１０でデ
ッキ材２の長手方向端部と大引１に取付けてある。
　前記幕板取付金具１０は図５、図６に示すように本体部２０と、位置規制部３０とを備
えている。
　この本体部２０は、第１の取付面２０ａと、この第１の取付面２０ａと隣接した第２の
取付面２０ｂと、この第２の取付面２０ｂと隣接し前記第１の取付面２０ａと対向した第
１の支持面２０ｃと、この第１の支持面２０ｃと隣接し第２の取付面２０ｂと対向した第
２の支持面２０ｄで囲まれた矩形外周面を有する。
　前記位置規制部３０は、本体部２０の第２の取付面２０ｂと面一に連続して第１の支持
面２０ｃよりも延設した外側面３０ａと、その内側面３０ｂに設けた突部３０ｃを有する
。
【００１５】
　この幕板取付金具１０は図３に示すように、デッキ材２の中空部２ｃ内に第１の姿勢と
して嵌合することで、本体部２０の第１の取付面２０ａが第１の幕板４の取付面となる。
第１の姿勢の時には第２の取付面２０ｂと外側面３０ａが横向きである。
　つまり、本体部２０の第２の取付面２０ｂと位置規制部３０の外側面３０ａがデッキ材
２の中空部２ｃの下内面に接し、その中空部２ｃの上内面に本体部２０の第２の第２の支
持面２０ｄが接し、本体部２０の第１の取付面２０ａがデッキ材２の長手方向端面２ａと
面一に連続する。
　そして、本体部２０の第２の取付面２０ｂがデッキ材２にビス２１で固着される。
【００１６】
　前述のように、幕板取付金具１０をデッキ材２の中空部２ｃ内に嵌合する際に、その本
体部２０が強い力で押し込まれないと中空部２ｃ内に嵌合しないようにすることで、その
本体部２０の第１の取付面２０ａとデッキ材２の長手方向端面２ａを面一とする作業がや
り易い。
　例えば、第１の取付面２０ａとデッキ材２の長手方向端面２ａを見ながら木ハンマーで
幕板取付金具１０を打撃して押し込むことで面一とすることができる。
　前述のように、本体部２０が中空部２ｃ内に強い力で押し込まないと嵌合しないように
するには、本体部２０の第２の支持面２０ｄを外側に向けて凸円弧状に湾曲し、かつ内側
に向けて弾性変形するようにすることが考えられる。
【００１７】
　図３に示すように、第１の幕板４の内側面４ａを本体部２０の第１の取付面２０ａにビ
ス２２で固着して取付け、この第１の幕板４でデッキ材２の長手方向端面２ａを覆う。
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　また、前述したようにデッキ材２の長手方向端面２ａと本体部２０の第１の取付面２０
ａを面一とすれば、第１の幕板４の内側面４ａがデッキ材２の長手方向端面２ａに接触し
て隙間が生じないようにできる。
【００１８】
　前記幕板取付金具１０は図４に示すように、本体部２０の第２の取付面２０ｂと位置規
制部３０の外側面３０ａが縦向きとなる第２の姿勢として大引１の中空部１ａ内に嵌合し
て取付ける。
　つまり、本体部２０の第１の取付面２０ａが中空部１の下内面に接し、第１の支持面２
０ｃが中空部１ａの上内面と対向する。
　そして、本体部２０の第１の取付面２０ａが大引１の中空部１ａの下内面にビス２３で
固着される。
　前述のように、幕板取付金具１０の本体部２０を大引１の中空部１ａに押し込んで嵌合
する際に、その位置規制部３０の突部３０ｃがデッキ材２の側面２ｂにおける下部寄りに
当接することで、その押し込み位置（つまり、嵌合位置）を規制して中空部１ａ内に入り
込むまで押し込まれないようにする。
　このようであるから、大引１の中空部１ａに本体部２０を強い力で押し込まないと嵌合
しないようにする必要がなく、その本体部２０が大引１の中空部１ａ内に小さな力で嵌合
して取付けできる。
【００１９】
　前述のデッキ材２の側面２ｂにおける上部寄り２ｂ－１は下部寄り２ｂ－２よりも側方
に張り出しており、前述のように突部３０ｃが下部寄り２ｂ－２に当接することで、本体
部２０の第２の取付面２０ｂが上部寄り２ｂ－１と面一となるようにしてある。
　このようであるから、第２の幕板５の内側面５ａを本体部２０の第２の取付面２０ｂに
ビス２４で固着して取付けることで、その第２の幕板５の内側面５ａとデッキ材２の側面
２ｂ（上部寄り２ｂ－１）との間に隙間が生じないようにできる。
【００２０】
　この実施の形態においては、図４に示すように、位置規制部３０がデッキ材２の側面２
ｂ（下部寄り２ｂ－２）にビス２５で固着してある。これによって、端部に位置するデッ
キ材２の幅方向端部を幕板取付金具１０で大引１に支持できる。
　つまり、隣接したデッキ材２は大引１にビス止めしたデッキ材押さえ９で大引１の上面
に押しつけて支持してあるが、端部に位置するデッキ材２の幅方向端部はデッキ材押さえ
９で支持されないので、前述のようにして幕板取付金具１０で支持するようにした。
【００２１】
　次に、各部材の具体形状を説明するが、この形状に限ることはない。
　前記幕板取付金具１０の本体部２０は、相対向した第１側面板２６、第２側面板２７と
、相対向した第１端面板２８、第２端面板２９で断面矩形の中空形状で、その第１側面板
２６が第１の取付面２０ａ、第２側面板２７が第１の支持面２０ｃ、第１端面板２８が第
２の取付面２０ｂ、第２端面板２９が第２の支持面２０ｄである。
　前記第２端面板２９は外側に向けて凸円弧状に湾曲し、外力によって図６の仮想線で示
すように内側に向けて弾性変形する。
【００２２】
　前記位置規制部３０は本体部２０の第１の端面板２８と連続した延設片３１を備え、こ
の延設片３１に突片３２を設けて前述の突部３０ｃとしてある。
　前記延設片３１の端部には係止片３３が設けてあり、この係止片３３は図４に示すよう
にデッキ材２の側面２ｂにおける上下中間に形成した凹陥部２ｄに係止している。
　この係止片３３を備えた幕板取付金具１０は次のようにして大引１に取付ける。
　前記本体部２０を大引１の中空部１ａ内に嵌合すると共に、係止片３３をデッキ材２の
凹陥部２ｄに係止することで、本体部２０の第１支持面２０ｃを大引１の中空部１ａの上
内面に押しつけて仮保持する。この状態では本体部２０の第１の取付面２０ａと大引１の
中空部１ａの下内面との間に若干の隙間が生じる。
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　前述の状態でビス２３を本体部２０の第１の取付面２０ａに螺合し、その第１の取付面
２０ａを大引１の中空部１ａの下内面に接触すると同時に係止片３３をデッキ材２の凹陥
部２ｄに強く押しつける。この状態では、本体部２０の第１の支持面２０ｃと大引１の中
空部１ａの上内面との間に若干の隙間が生じる。
【００２３】
　前記第１の幕板４と第２の幕板５は図３、図４に示すように中空部を有する矩形の板状
で、同一形状である。その外側面４ｂ，５ｂにはビス挿通用の穴４０，５０が形成され、
その穴４０，５０はプラグ４１，５１で閉塞される。
【００２４】
　前述の幕板取付金具１０の幅寸法Ｈは、図４に示すデッキ材２の中空部２ｃの幅寸法Ｈ

１，図３に示す大引１の中空部１ａの幅寸法Ｈ２とそれぞれほぼ同一としてある。
　例えば、アルミ押出形材を前述の幅寸法Ｈ１，Ｈ２と同一の長さに切断して幕板取付金
具１０をとする。
　このようにすれば、幕板取付金具１０をデッキ材２の中空部２ｃ、大引１の中空部１ａ
に幅方向にガタつくことなしに強固に嵌合して取付けできる。
【００２５】
　図１と図２に示すように、第１の幕板４の長手方向端面と第２の幕板５の長手方向端面
とは離隔しているので、コーナー部材６０を取付けて長手方向端面を閉塞して見栄えを良
くしている。
【００２６】
　前述の実施の形態のデッキ床は住宅の庭先に設置されるウッドデッキを示すが、このデ
ッキ床はパーゴラ、バルコニー、テラスの床などにも利用できる。
　また、幕板取付金具１０の本体部２０は中空形状であるが、中実形状で全体が弾性変形
するものとしても良いし、中実形状で第２の支持面２０ｄ寄りに空洞部を有して弾性変形
するようにしても良い。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】デッキ床の平面図である。
【図２】デッキ床の斜視図である。
【図３】図１のＡ－Ａ拡大断面図である。
【図４】図１のＢ－Ｂ拡大断面図である。
【図５】幕板取付金具の斜視図である。
【図６】幕板取付金具の正面図である。
【符号の説明】
【００２８】
　１…大引、１ａ…中空部、２…デッキ材、２ａ…長手方向端面、２ｂ…側面、２ｂ－１
…上部寄り、２ｂ－２…下部寄り、２ｃ…中空部、４…第１の幕板、５…第２の幕板、１
０…幕板取付金具、２０…本体部、２０ａ…第１の取付面、２０ｂ…第２の取付面、２０
ｃ…第１の支持面、２０ｄ…第２の支持面、２６…第１側面板、２７…第２側面板、２８
…第１端面板、２９…第２端面板、３０…位置規制部、３０ｃ…突部。
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              特開２００５－２６４６６３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－３４４３７１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０６３５４５（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０４Ｂ　　　１／００　　　　
              Ｅ０４Ｆ　　１５／０２　　　　
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